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旭川大学経済学部紀要 第79・80合併号（2021年３月）
追い込まれる。時とともに旭川大学は様変わりした。私も最年少から中堅へ、そして今やロートル
の域へ移行した。過去は想起の中で甦る。
昔は良かったなどと言う気は更々ない。今や小規模なのが経済学部の強みだ。機動性に富む少人
数ゼミは地域活性化を志向し、地域に頼られる存在になった。学生は得がたい実践力を身に付けて
いる。学生の顔がよく見える。充実した支援で、就職決定率は直近の３年連続100％である。経済
学部の縮小は新学部創設のイノベーションも誘発した。「地域を拓く」という建学の理念へより近づ
いたと思う。全て過去の積み重ねがあるからだ。
50年の歴史の上に、今の旭川大学がある。その今が未来を創る。先日、地域の実務家の方々10人
をアドバイザーとしてお呼びして、ゼミナール活動報告会を開催した。今年で９年目である。コロ
ナ禍の制約下、各ゼミは苦心してフィールドワークを行い、その成果を報告した。アドバイザーの
方々には、年々質が高まっているとの嬉しい評価をいただいた。こうした地道な「時」の積み重ね
が、旭川大学の優れた未来を創ると信じている。
